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元
旦
の
能
登
半
島

地
震
、
羽
田
空
港

の
飛
行
機
事
故
と

激
動
の
始
ま
り
と

な
っ
た
。
改
め
て

お
悔
や
み
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ

た
い
。
既
に
被
災
地
へ
給
水
活

動
を
は
じ
め
様
々
な
行
政
支
援

の
派
遣
が
始
ま
っ
て
い
る
▼
29

年
前
の
１
月
に
阪
神
淡
路
大
震

災
で
全
国
か
ら
支
援
を
受
け
た

兵
庫
で
あ
る
。労
働
組
合
の「
助

け
合
い
・
支
え
合
い
」
の
精
神

で
、
被
災
者
や
被
災
自
治
体
の

仲
間
へ
の
息
の
長
い
支
援
が
必

要
だ
▼
ま
ず
は
自
治
労
本
部
と

連
携
し
た
特
別
支
援
カ
ン
パ
の

取
り
組
み
、
そ
し
て
、
自
治
労

と
し
て
東
日
本
大
震
災
時
の
行

政
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

取
り
組
み
も
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
際
は
協
力
を
お
願
い
し
た
い

▼
一
方
で
被
災
地
支
援
は
厳
し

い
現
状
だ
け
に
派
遣
者
の
労
働

安
全
や
労
働
条
件
の
整
備
、
さ

ら
に
は
復
帰
後
の
メ
ン
タ
ル
ケ

ア
な
ど
労
使
協
議
す
べ
き
課
題

は
多
く
あ
る
▼
既
に
予
算
要
求

闘
争
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
も
あ

る
。
派
遣
組
合
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
全
単
組
で
取
り
組
も

う
。　

○山

２日　県本部70周年記念レセプション
（メリケンパークオリエンタルホテル）

３日　公企評2024年水道集会・下水道部会交流会
（姫路労働会館）

３日　公共民間協 2024春闘学習会（神戸市教育会館）
９日　県本部中央委員会（農業共済会館）
10日　県本部春闘討論集会（ひょうご共済会館）
17日　県本部囲碁・将棋大会（ひょうご共済会館）
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県
本
部
衛
生
医
療
評
議
会
の

山
根
正
也
議
長
と
澤
田
拓
実
事

務
局
長
は
、
２
月
の
対
県
交
渉

に
向
け
て
「
公
立
医
療
機
関
及

び
保
健
衛
生
機
関
へ
の
支
援
な

ど
に
関
す
る
要
請
書
」
を
12
月

５
日
に
県
市
町
振
興
課
へ
提
出

し
た
。

　

澤
田
事
務
局
長
は
、
地
域
医

療
を
守
る
た
め
に
県
と
し
て
の

対
応
を
求
め
る
重
点
項
目
を
説

明
。
①
地
域
医
療
再
編
に
つ
い

て
地
域
住
民
か
ら
も
十
分
な
意

見
聴
取
し
反
映
さ
せ
る
こ
と
②

定
年
延
長
に
お
い
て
、
新
規
採

用
抑
制
を
行
わ
ず
、
雇
用
の
確

保
す
る
こ
と
③
地
方
の
医
療
体

制
維
持
の
た
め
、
地
域
へ
人
材

を
取
り
込
む
方
策
を
示
す
こ
と

④
２
０
２
４
年
か
ら
始
ま
る
医

師
の
残
業
規
制
が
始
ま
る
こ
と

を
受
け
、
医
療
職
場
で
の
勤
怠

管
理
の
適
正
化
を
指
導
す
る
こ

と
⑤
タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
タ
ス
ク

シ
ェ
ア
に
よ
る
、
現
場
ス
タ
ッ

フ
の
業
務
増
加
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
人
員
確
保
を
行
う

よ
う
指
導
す
る
こ
と
の
５
項
目

を
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
同
席
し
た
森
哲
二
県

本
部
副
委
員
長
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移

行
し
た
が
、
医
療
現
場
で
は
こ

れ
ま
で
同
様
の
対
応
に
な
っ
て

い
る
現
状
と
保
健
所
職
員
の
拡

充
を
早
急
に
対
応
す
る
よ
う
追

加
で
要
請
し
た
。

　

今
後
は
２
月
上
旬
に
対
県
交

渉
を
実
施
し
各
課
題
へ
の
改
善

を
求
め
て
行
く
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
遡
及

改
定
状
況
を
報
告
し
て
以
降
、

加
東
市
労
連
で
は
12
月
21
日
に

交
渉
を
実
施
。
組
合
側
は
「
予

算
措
置
も
さ
れ
て
い
る
の
に
な

ぜ
遡
及
改
定
で
き
な
い
の
か
」

と
問
い
詰
め
た
も
の
の
、
当
局

側
は
具
体
的
理
由
を
述
べ
る
こ

と
な
く
「
で
き
な
い
」
と
の
回

答
し
か
し
な
い
状
況
と
な
っ
た

た
め
、
交
渉
を
打
ち
切
り
県
本

部
委
員
長
と
連
名
の
申
し
入
れ

書
を
提
出
。
年
末
ぎ
り
ぎ
り
の交渉経過を語る山本事務局長

要求書を手渡す山根議長●右右

　

そ
の
他
自
治
体
に
お
い
て
も

宍
粟
市
と
新
温
泉
町
で
も
遡
及

改
定
を
確
認
し
て
い
る
。

　

い
ま
い
ち
座
で
活
躍
い
た
だ

い
た
「
お
や
す
み
漫
」
こ
と
池

上
晃
さ
ん
（
豊
岡
市
職
労
Ｏ

Ｂ
）
が
１
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。

 

訃
報
の
お
知
ら
せ

祈  り

大  植　賢（豊岡市職労）

12
月
28
日
に「
遡
及
実
施
す
る
」

と
の
回
答
が
出
さ
れ
た
。

　

今
回
交
渉
に
参
加
し
た
山
本

三
千
子
県
本
部
臨
職
評
事
務
局

長
は
「
今
回
は
市
労
連
と
し
て

基
本
組
織
も
交
渉
に
出
席
し
て

く
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

４
月
遡
及
は
必
ず
勝
ち
取
る
と

い
う
思
い
で
交
渉
に
臨
ん
だ
。

妥
結
し
て
い
な
い
単
組
の
仲
間

も
あ
き
ら
め
ず
に
交
渉
し
て
ほ

し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

み
と
し
て
、
神
戸
市
営
地
下
鉄

三
宮
駅
構
内
及
び
三
宮
駅
周
辺

バ
ス
停
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
を

実
施
し
た
。

　

日
頃
の
利
用
の
感
謝
を
伝
え

つ
つ
、
交
通
が
抱
え
る
課
題
や

公
共
交
通
の
受
容
性
な
ど
を
市

民
・
利
用
者
に
訴
え
た
。

　

県
本
部
都
市
公
共
交
通
評
議

会
の
神
戸
交
通
労
組
と
伊
丹
交

通
労
組
は
県
本
部
事
務
局
と
と

も
に
、
12
月
13
日
に
「
く
ら
し

を
さ
さ
え
る
地
域
公
共
交
通
確

立
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
取
り
組

シ
ョ
ン
を
開
催
し
記
念
事
業
を

ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
参
加

呼
び
か
け
を
行
う
予
定
。
多
く

の
組
合
員
・
ご
家
族
の
参
加
を

お
願
い
す
る
。

①70周年ロゴ、60周年記念事業とし
て②地域別ボウリング大会、③カン
ボジア寺子屋支援、④自治労カップ

●①

い
て
い
る
。

　

こ
の
間
の
先
人
達
や
先
輩
諸

氏
の
努
力
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
70
周
年
を
契
機
に
更
な
る

運
動
の
発
展
と
、
未
来
へ
つ
な

ぐ
た
め
に
２
月
２
日
に
レ
セ
プ

屋
支
援
へ
の
文
房
具
購
入
カ
ン

パ
、
青
少
年
育
成
事
業
と
し
て

創
設
し
た
自
治
労
カ
ッ
プ
少
年

野
球
の
運
営
支
援
は
10
年
た
っ

た
現
在
で
も
、
各
自
治
体
野
球

部
な
ど
の
協
賛
を
得
る
中
で
続

今
年
で
70
周
年
を
迎
え
る
。

　

10
年
前
の
60
周
年
時
に
お
い

て
は
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
国

際
貢
献
と
し
て
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ

ン
を
通
じ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
寺
子

　

自
治
労
兵
庫
県
本
部
は
１
９

５
４
年
１
月
24
日
に
組
合
員
数

１
万
９
千
人
が
結
集
し
、
自
治

労
県
連
と
し
て
発
足
し
た
。
１

９
６
１
年
に
名
称
を
現
在
の
自

治
労
兵
庫
県
本
部
に
変
更
し
、

●④

●③

●②

衛生医療評が県に申し入れ書提出

医療・保健機関への支援を要請
５項目の重点課題について説明

災害特別カンパへの協力要請
１月１日に発生しました「能登半
島地震」への災害特別カンパに取
り組むことを確認しました。組合
員１人500円目標ご協力をよろし
くお願いします。
　第一次集約：２月８日（木）
　第二次集約：２月21日（水）
　第三次集約：３月７日（木）
単組ごとに集約ののち、県本部カ
ンパ口座へ送金ください。

加
東・宍
粟・新
温
泉
も
遡
及
改
定

あ
き
ら
め
ず
に
交
渉
強
化
で
妥
結

都市公共交通評議会

交通が抱える課題など
市民・利用者へ訴える

県本部結成70周年

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中

多
く
の
組
合
員・ご
家
族
の
参
加
を

ティッシュ配布する組合員
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月
７
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
前
で

12
月
末
ま
で
計
７
回
の
緊
急
街

宣
行
動
を
行
い
、
い
か
な
る
政

治
的
な
対
立
が
あ
ろ
う
と
も
、

戦
闘
の
即
時
停
止
を
求
め
た
街

宣
行
動
を
実
施
し
、
市
民
へ
戦

争
反
対
を
訴
え
た
。

ケ
ッ
ト
弾
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
向

か
っ
て
発
射
し
、
そ
の
報
復
と

し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
へ
の
空
爆
を

開
始
し
た
。
現
在
戦
闘
開
始
か

ら
１
０
０
日
を
超
え
、
激
し
い

戦
闘
が
続
く
中
、
ガ
ザ
地
区
で

は
民
間
人
を
含
め
２
万
４
千
人

以
上
の
犠
牲
者
が
で
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
ひ
ょ
う
ご
は
11多くの人がスタンディングに参加

　

10
月
７
日
に
イ
ス
ラ
ム
組
織

ハ
マ
ス
が
突
然
、
数
千
発
の
ロ

　自治労は、春闘期に政府・自治体及び雇用主に対し
要求書を提出し、１年間の賃金・労働条件闘争をスター
トする。
　ストライキ批准投票は、年間を通じてストライキを
含む闘争指令権を中央闘争委員会に委譲することにつ
いて、組合員の承認を求めるもの。
　ストライキをはじめとする各種戦術の配置は、要求
実現や合理化阻止などを達成するための手段である。
その手段をより有効にするためには単なる戦術配置で
はなく、労働組合にとって重要な『団結』を示すこと
が不可欠であり、ストライキ批准投票はまさに団結力
を数字で示される。
　自治労産別全体として、賛否の欄には丸印を入れ、
圧倒的な高率でストライキ批准投票を成功させよう。

全組合員の投票で

高批准で成功させよう

賛否の表示に○を!

討論集会で発言する尾西県本部書記長
　

自
治
労
本
部
は
12
月
７
～
８

日
に
東
京
都
内
で
、
２
０
２
４

春
闘
中
央
討
論
集
会
を
開
催

し
、
ウ
ェ
ブ
参
加
も
含
め
全
国

か
ら
４
０
０
人
が
参
加
し
、
春

闘
議
論
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

石
上
千
博
委
員
長
は
「
連
合

は
５
％
以
上
の
賃
上
げ
を
目
標

に
、
賃
金
の
底
上
げ
、
底
支

え
、
格
差
是
正
に
今
春
闘
を
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。
自
治
労
も
昨
年
を
上
回
る

賃
上
げ
を
め
ざ
し
、
組
合
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め

よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

春
闘
方
針
に
つ
い
て
は
伊
藤

功
書
記
長
が
、
組
合
員
の
声
や

職
場
実
態
な
ど
を
反
映
し
た

要
求
に
こ
だ
わ
る
必
要
性
を
訴

え
、
春
闘
方
針
案
を
提
起
し
、

そ
の
後
は
県・政
令
市
と
そ
の
他

市
町
村
に
分
か
れ
て
分
散
会
を

行
い
、
民
間
企
業
の
賃
上
げ
の

後
押
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員

や
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
、

地
域
手
当
大
く
く
り
化
へ
の
適

切
な
対
応
、
確
定
闘
争
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

２
日
目
は
立
命
館
大
学
の
富

永
京
子
准
教
授
よ
り
『
安
心
で

き
る
職
場
づ
く
り
の
た
め
の
労

働
組
合
』
と
題
し
て
講
演
を
受

け
「
調
査
結
果
で
は
労
働
組
合

の
社
会
的
機
能
が
認
知
さ
れ
て

い
な
い
実
態
が
明
ら
か
だ
。
組

合
運
動
の
第
一
歩
と
し
て
、
労

働
組
合
が
自
分
の
悩
み
や
困
り

ご
と
を
声
に
す
る
場
、
自
分
の

利
害
を
大
切
に
し
て
良
い
場
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
。
労
働

組
合
と
し
て
小
さ
な
成
果
を
積

み
重
ね
継
続
的
な
社
会
運
動
に

繋
げ
て
欲
し
い
」
と
話
し
た
。

　

連
合
兵
庫
２
０
２
４
新
春
旗

開
き
が
１
月
６
日
に
約
２
０
０

人
が
参
加
す
る
中
、
メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　

福
永
明
会
長
は
冒
頭
に
能
登

半
島
地
震
被
災
者
へ
の
哀
悼
の

誠
を
捧
げ
た
の
ち
「
正
念
場
と

な
る
２
０
２
４
春
季
生
活
闘

争
、
経
済
も
賃
金
も
物
価
も
安

定
的
に
上
昇
す
る
ス
テ
ー
ジ
へ

と
転
換
し
て
い
く
た
め
に
、
連

合
兵
庫
に
結
集
す
る
組
織
の
総

力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と

を
、
み
な
さ
ん
と
誓
い
合
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
新
年
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。

あいさつをする福永会長

即
時
停
戦
を
求
め
訴
え
る

恒
常
的
な
平
和
へ
向
け
た
対
話
を

連合兵庫旗開き

春闘勝利へ意思統一
組織の総力をあげて取り組む

本部春闘討論集会

昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ
め
ざ
す

職
場
実
態
を
反
映
し
た
要
求
を


